社内ＦＡ制度運用規程
第1条（総則）

　この規程は、社内フリーエージェント（ＦＡ）制度の取り扱いについて定めたものである。

第2条（定義）

　この規程において、「社内ＦＡ制度」とは、一定の条件を満たす社員に対し、人事異動の希望を申し出る権利を与える制度のことをいう。
第3条（目的）

　社内ＦＡ制度は、以下の目的で実施する。

　①社員に自分の能力を発揮する機会を与え、働きがいの向上を図ること
　②適材適所を実施し、人材の有効活用を図ること

　③組織の活性化を図ること

第4条（資格）

　以下のいずれにも該当する社員は、ＦＡの権利を行使し、人事異動の希望を会社に申し出ることができる。
　①勤続5年以上
　②32歳以下

　③過去1年間に就業規則上の懲戒処分を受けていないこと

　④健康であること

　⑤長く会社で働く意思のあること

第5条（申し出の時期）

1． 人事異動の希望の申し出は、毎年　月中に行う。
2． 前項の規定にかかわらず、この制度によって所属部門を異動した者は、異動後3年間はＦＡの権利を行使することができない。

第6条（審査）　
社員から異動の希望が出されたときは、会社は以下の事項を公正に審査して希望を認めるかどうかを決定する。
　①本人の能力、資質、業務適性
　②異動希望先の人員の充足状況
　③会社の事業方針

第7条（秘密の保持）

ＦＡの権利の行使について、本人が秘密扱いにすることを希望したときは、会社は、秘密の保持を行う。
第8条（辞令）

　社員の希望に基づいて人事異動を行うことを決定したときは、４月１日付で辞令を発令する。
第9条（社員の責務）

ＦＡの権利を行使して、他の部門に異動する社員は、以下の事項を遵守しなければならない。
　①異動先の管理職および社員と協力・協調し、担当する業務に精励すること

　②異動元において、後任者との間で業務の引継ぎを完全に行うこと

第10条（禁止事項）

　部門の管理職は、以下に掲げる事項を行ってはならない。
　①日頃から部下に対し、社内ＦＡ制度について批判的な発言をすること

　②部下に対し、ＦＡの権利を行使しないように働きかけること

　③部下がＦＡの権利を行使して他の部門に異動することに反対すること

　④部下に対し、ＦＡの権利を行使したことを理由として不利益な取り扱いをすること

　⑤ＦＡの権利を行使しない部下に対し、権利を行使しないことを理由として有利な取り扱いをするこ
　　と

付　則

この規程は、平成　年　月　日から施行する。
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